
　1個a円のみかんと1個b円のりんごがある。このとき，不等式 5a+3b≦1000 は，金額について

どんなことを表しているか，説明しなさい。







　コピー用紙にはA判と呼ばれる規格の大きさの紙が使われている。そのうちA版の紙の大きさ

について，以下のように決められている。次の（１）～（３）に答えなさい。

A版の紙の大きさの決め方

①A０判の紙の大きさは，面積が１㎡の長方形である。

②A０判の長い方の辺を半分にして切ると，A１判の紙になる。

　またA０判とA１判の紙は相似になっている。

③同様に、次 と々長い方の辺を半分にして切ると，A２判・

　A３判・A４判・・・となり，それらすべて相似になっている。

（１）A０判の紙の面積は，A３判の紙の面積の何倍か。求めなさい。

（２）A２判の紙の周りの長さが2028㎜であれば，A４判の紙の周りの長さは何㎜か。

求めなさい。

（３）いずみさんは，A０判とA１判の紙の相似比を求めるため，以下ノートを作った。①と②に当

てはまる式をそれぞれ書きなさい。
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図のように，A０判の紙を長方形ABCDとし

A１判の紙を長方形DEFCとする。

AB＝１，AD=αとすると，点Eは辺ADの中点

であるから，辺EAはαを使って表すと 　①　 になる。

長方形ABCDと長方形DEFCは相似であるから

AB：AD＝DE：DCである。

これより，１：α＝ 　①　 ：１

これを解くと、α＞０だから、α＝　②

したがって、AD：DC＝　 ②　 ：１だから，A０判とA１判の紙の相似比は， 　② 　：１である。
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　いずみさんは，けがの際に貼る
しっぷ
湿布に着目しました。

湿布の粘着部分を守るフィルムをはがすとき，粘着部

分の形や面積が変化していくことに気が付き，以下の

ような考え方をもとに，それらの変化について考えまし

た。後の（１）～（３）までの問いに答えなさい。　
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（１） フィルムをはがし始めて，はがし終えるまでのxの変域を表しなさい。

（２） xの変域が 0≦x≦10 のとき湿布の粘着部分アの面積をycm2とする。

xとyの関係をグラフに表しなさい。

（３） フィルムをはがしていくと，湿布の粘着部分アの面積が長方形ＡＢＣＤの面積の

になりました。この時のxの値を求めなさい。
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考え方

①縦6㎝，横10㎝の長方形の湿布を左下側から一定方向に向かってフィルムをはがす。

②図のように、湿布の頂点をA，B，C，DとしAE＝4㎝，AF=3㎝となる点E，Fをそれぞ

れ辺AB，AD上にとります。

③図のように湿布の粘着部分ア，フィルムのはがれた部分をイとし，はがれた部分の境界

線の両端をP，Qとします。

④線分EFと線分PQが常に平行になるようにしながらフィルムをはがします。

⑤点Pが頂点Aから移動した距離をx㎝とします。
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